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港

湾

貨

物

運

送

事

業

労

働

災

害

防

止

規

程

変

更

案

要

綱 

第

一 

船

内

荷

役

作

業

等

に

お

け

る

災

害

防

止

の

措

置

に

係

る

規

定

の

充

実 

一 

会

員

は

、
作

業

員

に

使

用

さ

せ

る

架

設

通

路

に

つ

い

て

、
墜

落

の

危

険

が

あ

る

箇

所

に

は

、
高

さ

八

十

五

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル

以

上

の

手

す

り

等

を

設

け

る

等

の

措

置

を

講

じ

る

こ

と

と

す

る

こ

と

。 

二 

会

員

は

、
作

業

員

の

転

倒

災

害

を

防

止

す

る

た

め

、
適

切

な

移

動

・

通

行

方

法

、
作

業

位

置

・

姿

勢

の

確

保

等

安

全

な

作

業

方

法

に

よ

り

作

業

を

行

わ

せ

る

等

の

措

置

を

講

じ

る

よ

う

努

め

る

こ

と

と

す

る

こ

と

。 

三 

会

員

は

、

高

さ

が

二

メ

ー

ト

ル

以

上

の

箇

所

で

、

墜

落

に

よ

り

作

業

員

に

危

険

を

及

ぼ

す

お

そ

れ

が

あ

る

行

為

を

伴

う

作

業

を

行

わ

せ

る

場

合

に

は

、

作

業

床

を

設

け

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

こ

と

と

す

る

こ

と

。 

四 

作

業

員

の

墜

落

防

止

の

た

め

使

用

さ

せ

る

こ

と

を

求

め

て

い

る
「

安

全

帯

」
を
「

墜

落

制

止

用

器

具

」
に

改

め

る

こ

と

と

す

る

こ

と

。 

五 

会

員

は

、

作

業

員

等

に

海

に

転

落

す

る

お

そ

れ

の

あ

る

箇

所

で

作

業

を

行

わ

せ

る

と

き

は

、

溺

れ

る

危

険

を

防

止

す

る

た

め

、

救

命

胴

衣

、

浮

袋

等

の

救

命

具

を

着

用

さ

せ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

こ

と

と

す

る

こ

と

。 

 

六 

会

員

は

、

揚

貨

装

置

、

ク

レ

ー

ン

等

を

用

い

て

作

業

を

行

う

と

き

は

、

揚

貨

装

置

、

ク

レ

ー

ン

等

の

作

業

範

囲

内

に 
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作

業

員

等

を

通

行

さ

せ

、

又

は

立

ち

入

ら

せ

て

は

な

ら

な

い

こ

と

と

す

る

こ

と

。 

七 

会

員

は

、
揚

貨

装

置

、
ク

レ

ー

ン

等

の

運

転

の

合

図

を

行

う

者

に

、
揚

貨

装

置

、
ク

レ

ー

ン

等

の

作

業

範

囲

内

に

作

業

員 
 

 

そ

の

他

の

者

が

い

な

い

こ

と

を

、

指

差

呼

称

を

行

う

等

確

実

な

方

法

に

よ

り

確

認

さ

せ

る

こ

と

と

す

る

こ

と

。 

 

八 

会

員

は

、

車

両

系

荷

役

機

械

へ

の

は

さ

ま

れ

、

巻

き

込

ま

れ

、

接

触

等

を

防

止

す

る

た

め

、

他

の

作

業

員

・

荷

役

機

械 
 

の

接

近

を

感

知

し

警

報

を

発

す

る

設

備

、

広

範

囲

監

視

モ

ニ

タ

ー

・

カ

メ

ラ

、

ド

ラ

イ

ブ

レ

コ

ー

ダ

ー

等

の

安

全

運

転

支 

援

設

備

の

導

入

に

努

め

る

こ

と

と

す

る

こ

と

。 

 

九 

会

員

は

、

コ

ン

テ

ナ

上

以

外

で

高

さ

が

二

メ

ー

ト

ル

以

上

の

箇

所

で

作

業

を

行

う

場

合

に

お

い

て

墜

落

に

よ

り

作

業

員

に

危

険

を

及

ぼ

す

お

そ

れ

が

あ

る

と

き

に

は

、

作

業

員

に

墜

落

制

止

用

器

具

等

を

使

用

さ

せ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

こ

と

と

す

る

こ

と

。 

第

二 

交

通

労

働

災

害

防

止

に

係

る

規

定

の

新

設 

 
 

 

会

員

は

、

作

業

員

に

自

動

車

等

の

運

転

を

行

わ

せ

る

と

き

は

、

交

通

労

働

災

害

防

止

対

策

の

積

極

的

な

推

進

を

図

る

た

め

、

「

交

通

労

働

災

害

防

止

の

た

め

の

ガ

イ

ド

ラ

イ

ン

」

（

平

成

二

十

年

四

月

三

日

付

け

基

発

第

〇

四

〇

三

〇

〇

一

号

別

添

）
に

定

め

ら

れ

た

交

通

労

働

災

害

防

止

の

た

め

の

管

理

体

制

の

確

立

、
走

行

管

理

、
教

育

の

実

施

、
健

康

管

理

、
交

通

労



働

災

害

防

止

に

対

す

る

意

識

の

高

揚

等

の

事

項

を

徹

底

す

る

よ

う

に

努

め

る

こ

と

と

す

る

こ

と

。 

第

三 

健

康

管

理

に

係

る

規

定

の

充

実 

一 

会

員

は

、

労

働

安

全

衛

生

法

第

六

十

六

条

の

八

の

三

の

規

定

に

基

づ

き

、

労

働

者

の

労

働

時

間

の

状

況

を

把

握

し

な

け 

れ

ば

な

ら

な

い

こ

と

と

す

る

こ

と

。 

二 

会

員

は

、
労

働

安

全

衛

生

法

第

六

十

六

条

の

十

等

の

規

定

に

基

づ

き

、
常

時

使

用

す

る

労

働

者

に

対

し

、
心

理

的

な

負

担 

の

程

度

を

把

握

す

る

検

査

を

行

い

、

そ

の

結

果

を

踏

ま

え

て

必

要

な

措

置

を

講

ず

る

こ

と

と

す

る

こ

と

。 

三 

会

員

は

、
「

労

働

者

の

心

の

健

康

の

保

持

増

進

の

た

め

の

指

針

」
（

平

成

十

八

年

三

月

三

十

一

日

健

康

保

持

増

進

の

た

め 

の

指

針

公

示

第

三

号

）

に

基

づ

き

、

職

場

に

お

け

る

メ

ン

タ

ル

ヘ

ル

ス

対

策

の

推

進

に

努

め

る

こ

と

と

す

る

こ

と

。 

四 

会

員

は

、
熱

中

症

を

防

止

す

る

た

め

、
Ｗ

Ｂ

Ｇ

Ｔ

値
（

暑

さ

指

数

）
の

把

握

、
休

憩

設

備

の

確

保

、
休

憩

時

間

の

確

保

等 

に

努

め

る

と

と

も

に

、
労

働

者

の

熱

へ

の

順

化

状

態

、
水

分
・
塩

分

の

補

給

状

態

等

の

管

理

、
予

防

教

育

の

実

施

に

努

め

な 

け

れ

ば

な

ら

な

い

こ

と

と

す

る

こ

と

。 

五 

会

員

は

、

健

康

増

進

法

及

び

労

働

安

全

衛

生

法

に

基

づ

き

、

室

内

又

は

こ

れ

に

準

ず

る

環

境

に

お

け

る

労

働

者

の

受

動 

喫

煙

を

防

止

す

る

た

め

、

事

業

場

の

実

情

に

応

じ

た

適

切

な

措

置

を

講

じ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

こ

と

と

す

る

こ

と

。 



六 

会

員

は

、

疾

病

を

抱

え

て

治

療

中

の

労

働

者

の

治

療

と

仕

事

の

両

立

が

で

き

る

よ

う

労

働

者

の

申

出

に

基

づ

き

、

相

談 
等

支

援

に

努

め

る

こ

と

と

す

る

こ

と

。 

第

四 

指

差

呼

称

、

危

険

予

知

活

動

等

に

係

る

規

定

の

新

設 

一 

会

員

は

、

確

実

な

安

全

確

認

の

方

法

と

し

て

指

差

呼

称

を

積

極

的

に

導

入

し

、

普

及

・

促

進

に

努

め

る

こ

と

と

す

る

こ

と

。 

二 

会

員

は

、

始

業

前

の

ミ

ー

テ

ィ

ン

グ

に

危

険

予

知

活

動

を

取

り

入

れ

る

等

、

危

険

予

知

活

動

の

実

施

に

努

め

る

こ

と

と 
 

す

る

こ

と

。 

三 

協

会

は

、
災

害

情

報

の

提

供

、
ヒ

ヤ

リ

・

ハ

ッ

ト

事

例

の

収

集

、
提

供

、
必

要

な

図

書

等

の

頒

布

、
危

険

体

感

研

修

、
指 

差

呼

称

・

危

険

予

知

活

動

研

修

会

の

開

催

等

支

援

に

努

め

る

こ

と

と

す

る

こ

と

。 
 

第

五 

災

害

事

故

等

の

報

告

等

に

係

る

規

定

の

拡

充 

協

会

は

、
重

篤

な

災

害

が

続

発

す

る

場

合

に

お

い

て

は

、
災

害

の

発

生

の

内

容

を

分

析

し

た

上

で

、
災

害

防

止

対

策

の

基 
 

本

方

針

を

定

め

、

緊

急

に

組

織

を

挙

げ

て

、

最

優

先

で

災

害

防

止

に

取

り

組

む

よ

う

会

員

に

対

し

て

要

請

す

る

こ

と

が

で 

き

る

こ

と

と

す

る

こ

と

。 



第

六 

自

然

災

害

等

緊

急

事

態

へ

の

対

応

に

係

る

規

定

の

新

設 

一 

会

員

は

、

港

湾

に

お

け

る

地

震

、

津

波

、

高

潮

、

集

中

豪

雨

等

自

然

災

害

発

生

に

よ

る

緊

急

時

の

対

応

を

適

切

に

行

う 

た

め

、

事

前

に

緊

急

対

応

計

画

の

策

定

、

避

難

場

所

の

確

保

・

周

知

、

避

難

訓

練

等

の

体

制

の

整

備

に

努

め

な

け

れ

ば

な 

ら

な

い

こ

と

と

す

る

こ

と

。 

二 

会

員

は

、

自

然

災

害

に

よ

る

緊

急

事

態

発

生

時

に

は

、

全

て

の

労

働

者

を

安

全

な

場

所

に

避

難

さ

せ

る

等

の

措

置

を

講 

ず

る

こ

と

に

よ

り

労

働

者

の

安

全

確

保

に

努

め

る

こ

と

と

す

る

こ

と

。 

第

七 

規

程

の

実

施

を

確

保

す

る

た

め

の

措

置

に

係

る

規

定

の

拡

充 

一 

会

員

は

、

各

港

に

お

い

て

協

力

し

て

安

全

パ

ト

ロ

ー

ル

を

実

施

す

る

等

に

よ

り

、

こ

の

規

程

の

遵

守

を

図

り

、

安

全

衛 

生

水

準

の

向

上

に

努

め

る

こ

と

と

す

る

こ

と

。 

二 

協

会

は

、

情

報

通

信

技

術

（

Ｉ

Ｔ

）

及

び

人

工

知

能

（

Ａ

Ｉ

）

の

利

用

等

に

よ

る

荷

役

形

態

の

変

化

が

安

全

衛

生

面

へ 

与

え

る

影

響

を

調

査

し

研

究

を

行

う

こ

と

と

す

る

こ

と

。 

第

八 

そ

の

他 

 
 

 

所

要

の

規

定

の

整

備

を

行

う

こ

と

。 



第

九 

適

用

日 

 

こ

の

規

程

の

変

更

は

、

厚

生

労

働

大

臣

の

認

可

の

あ

っ

た

日

か

ら

起

算

し

て

九

十

日

を

経

過

し

た

日

か

ら

適

用

す

る

こ

と

。 

 


